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「スマートかつ強靭な地域経済社会の実現に向けた研究会」

令和２年４月２７日
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廃棄物収集運搬+燃料手数料
25円／kg 8,000㌧ H27 1,554ha

●廃棄物処理コスト ●市内耕作放棄地 ●農業就業人口

H27 2,609名

処理費2億円 10年間で4割減⤵東京ドーム330個分
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平成２７年度 北九州エコプレミアムいち押しエコサービス
平成２７年度 環境省 エコタウン等における資源循環社会と共生した低炭素地域づくり事業
平成２９年度 環境省 低炭素型廃棄物処理支援事業（地域循環圏）
令和 ２年度 ３Ｒ推進功労者等表彰 「経済産業大臣賞」

株式会社ウエルクリエイト 北九州市若松区向洋町（北九州エコタウン内）
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

本事業で目指す地域・社会



本事業で目指すSDGｓ上のゴール

有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて
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本事業におけるコアビジネス①

有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

6



有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

本事業におけるコアビジネス②－１

7



有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

本事業におけるコアビジネス②－２
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本事業におけるコアビジネス③

有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

①

②
③

④

⑤
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

循環なき経済社会から経済性を伴った循環社会へ

農業生産経済モデルのパラダイムシフト

有機堆肥提供5,000円／㌧

排出事業者のコスト構造変革
（北九州市での実績による）

自治体の焼却コスト減
（北九州市での実績による）
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廃棄物
収集運搬+焼却

リサイクル 焼却費 廃棄物減量による
焼却費減
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廃棄物収集運搬+燃料手数料
25円／kg 8,000㌧
処理費2億円／年

⇓
リサイクル費

15円／kg 8,000㌧
1億2千万円／年

●廃棄物減量化と
処理コストダウン

●市内耕作放棄地 ●農業就業人口

8千万円⤵ 就業人口の増加？耕作放棄地の減少⤵



有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

活 用 し て い く 有 機 系 地 域 資 源

･コーヒーカス
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実証事業の実施体制

有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

14



有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

全体スケジュール
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

宮 城 地 区
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

滋 賀 地 区
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

沖 縄 地 区（今帰仁）

沖 縄 地 区（糸満）
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

堆肥分析結果
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

堆肥分析結果（３地区）
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

施肥前土壌分析
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

施肥設計と施肥後の土壌分析
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

QRコードによる生産履歴確認システム
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

滋賀での取組①
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

滋賀での取組②
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

実現を目指す将来像
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

実現を目指す将来像
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有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

今後の展望と課題

有機系地域資源リサイクルによる循環経済社会構築に向けて

今後の展望・課題 課題の克服方法

ローカルSDGｓを全国に拡大 ●サーキュラーエコノミーを実装したサブスクリプションサービスを提供
●循環の見える化、トレーサビリティの確立、IcT、AI活用
●経済性を伴った循環、付加価値の創出
●NTTグループのネットワークを活用した自治体との連携

循環の担い手 ●循環農業生産者の確保、土壌分析、施肥設計に基づいた堆肥の提供
●循環農作物の出口確保
●障害者を新たな農業の担い手に⇒障害者も無理なく出来る農業生産
IcT、AI活用、SDGｓソーシャルファーム北九州で実証

●ＭＡＰ‘Ｓ＋Ｏによる担い手の役割整理

安定した資金の循環 ●リターンのあるNTTグループによるESG投資でサブスクリプションサー
ビスによる循環に必要な設備の整備

廃棄物か有機系資源かの解決 ●一般廃棄物か資源か⇒市町村の判断
産業廃棄物か資源か⇒都道府県の判断

●廃棄物か有価物かの判断⇒都道府県、政令指定都市に説明
●再生利用事業計画認定制度は活用できない

コロナ禍の影響 ●ウィズコロナ・ポストコロナの時代に対応していく事業再構築
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ご清聴ありがとうございました

株式会社ウエルクリエイト

松尾 康志
URL https://www.well-c.co.jp

Eｰmail info@well-c.co.jp
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